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自　　　　　己　　　　　評　　　　　価

番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意見・要望等

・基礎学力の定着と、主体的に学ぶ態度の養成
のための指導方法の工夫や改善を図る。
・主体的・対話的で深い学びの授業を展開す
る。
・今年度入学生より観点別評価を導入し、各教
科で評価方法を順次構築する。

・相互授業参観及
び研究授業の実
施
・授業アンケート A

・教育課程委員会を経て、次年度の科目選択の確認を行いなが
ら、内容説明を検討したうえで、生徒への説明をおこない進路を考
えた科目選択を促した。
・進路意識の高揚をはかれるよう学習環境を整える。
・生徒の進路に見合った科目（教科）履修ができるような教育課程
編成の改善を進める。

・基礎学力の定着は、全てにおいての基本となるので、各教
科で共通認識を持って取り組んでいただきたい。
・進学や就職先で必要とされる基礎知識（学力）の向上を図
る計画的な教育課程の編成であるようにしていただきたい。

・３年生「課題研究」において、”山梨を知る”を
テーマにそれまでの学習を基礎にして、実践
的、体験的な学習を通し、生徒が自ら課題を発
見し解決する過程を通して、サポートをしながら
主体的に物事に取り組み、探究する力を育て
る。

・探究学習の実施
及び記述式アン
ケート
・課題研究発表会
・授業振り返り
シート

A

・課題研究発表会において、各分野から代表生徒が探究内容を下
級生に向けて発表した。探究した内容を発表し質疑応答する経験
を多くつむことで、コミュニケーション力が養えると考える。次年度
は、外部事業者との協力を得ながら、さらに地域に出て活動できる
工夫をしていきたい。
・探究内容を発表できるコンテスト等も多く開催されているので、生
徒に発表の機会を多く作っていきたい。

・課題研究発表会は、生徒が主体的に考える力を育成する
のに有効である。
・地域（故郷）を知ることはとても大切なことと思う。下級生に
向けて発表する機会を設けることで、さらに学ぶ意欲が増
すと思う。
・実践を通じた学習を理論的に考察した内容を発表する場
として、掲示板等の活用を考慮に入れてはどうか。

・授業力向上に向けた校内研修、授業観察の
充実を図る。
・職員の授業改善への意識を高める。
・ＩＣＴ機器を活用した教育方法を研究を進め、
今年度入学生から実践する。

・指導案、相互授
業参観による研
修
・授業アンケート A

・相互授業参観により、新たな視点で授業を構成し、ＩＣＴを利用す
る場合の利点や注意点なども共有することができ、今後の授業実
践のための成果につながった。
・ＢＹＯＤの使用についても、授業やＳＨＲで活用している先生から
効果的な活用事例を学んだ。使用方法についての疑問点を相互に
尋ね合える環境もある。
・課題点としては、ＩＣＴの利活用を習熟するための時間がかかるの
で、研究を継続し、活用頻度を向上させたい。

・ＩＣＴの利活用を発展させる研究と取り組みを願いた
い。
・生徒を指導する先生方の指導力向上が、生徒の学
力向上には欠かせない。

・授業を大切にしながら節目節目での検定試験
を利用し、学力向上を確認する。学力に応じた
きめ細かい指導をする。
・高度資格試験合格への支援体制を進める。

・各種検定合格状
況

・授業アンケート A

・３年生は１年次より、新型コロナの影響で入学当初の計画通りに
検定試験を受験できなかったが、最後の検定試験が終了した時点
で、３年生全体で206名の生徒が１級を取得し、３冠以上の生徒が
88名となった。
・生徒の進路や学習状況により、検定受験を希望性にして初めて
の卒業生となるが、生徒の検定に対する意欲や熱意は、希望性に
しても衰退することは無いと証明できたと考える。

・多数の生徒が１級の検定試験に合格しているが、それが
結果的に進路実現につながっていると感じた。
・コロナだから、と後ろ向きにならず、そういう状況だからこ
そ、どう検定試験に意欲的に立ち向かうか、先生方が生徒
に対する気持ちがとても伝わってきた。
・観点別評価の導入が効果的であることが証明された結果
をさらに改善し、実施していただきたい。

・主体的に活動計画を立てて実践するとともに、
部・委員会活動をより活発に展開することによ
り、豊かな人間性を育成する。
・部活動ガイドラインの遵守を図る。

・学校評価アン
ケート

A

・学年があがるとともに、学習と部活動の両立ができるようになって
きている。１学期の段階では、１年生は体力的に厳しいこともあり両
立が難しいが、それを乗り越えると徐々に両立ができてくるので、
担任や顧問などさまざまな立場からサポートできる体制を検討す
る。
・次年度は徐々にコロナ前の部活動体制に戻ってくると考えられ
る。しかし、従前とするのではなく、効率化を図るなど、教員の負担
軽減も踏まえた部活動指導のあり方に対する検討を進める。

・部活動の教育的効果は計り知れないものがある。顧
問の先生方の努力が報われるよう期待したい。
・活動時間に制約はあったが、目標に向かって取り組
むことが大事なので、今後とも顧問、担任の先生方の
温かい指導をお願いしたい。

・「探究学習」の時間を用いて、経済や社会に興
味関心を高める講習会を実施し、「甲商デパー
ト」の開催に向けて、商業の魅力、プレゼンテー
ション技術、ビジネスマナー等の商業活動を多
面的かつ実践的に学び、商業と実学を結びつ
け、社会で活躍できる人づくりを行う。

・高度な専門教育の
指導計画の作成と
実施
・学校評価アンケー
ト

A

・実践的な学びの場である甲商デパートを成功を目指し、生徒たち
は各講演会を熱心に聞き、販売方法の改善を考えていた。購入者
の立場から物事を考えたり、商売や職業そのものの意義を感じ
取ったり、社会や経済への興味関心を高めた様子である。
・実際に活躍されている経営者の方々のお話は深く心に響くものが
あり、生徒たちは今後の進路や実社会に出るにあたってのモチ
ベーションを高めることができた。
・次年度もさらに効果を高めるため、講師の選定や事前打ち合わ
せを入念に行いたい。

・ビジネスを学ぶ専門高校として、探究学習は欠かせない。
より実践的な取り組みになるよう発展させて欲しい。
・アイメッセという大きな会場でできたことは素晴らしかった。
学校側としては準備、借用経費等で難しいことが多いと思う
が、今後もアイメッセで開催できたら、一般の方への販売も
大きなものとなることが期待できる。
・図書館の蔵書が全体的に古いと感じる。甲商デパートの
場で古くなった蔵書の売却をし、新しいものと入れ替える、と
いうのはどうか。電子書籍を閲覧するためのタブレットなど
の利用も検討していただきたい。

・道徳教育を通して交通ルール・マナーを含め
た規範意識や社会性の高揚を図る。
・交通事故違反件数を昨年度の80％(22件)以
内を目指す。
・基本的生活習慣を身につけさせ、時間厳守の
徹底を図る。
・挨拶の励行を図る。

・HRにおける道徳教
育の推進とフィード
バック
・毎日の登校指導の
実施と指導の徹底
・交通安全指導と交
通事故、違反者へ
の指導の徹底

A

・全教職員の共通理解による統一指導を徹底する。
・道徳教育の推進と交通事故防止の徹底を重点的に進めていく。

・生徒の安心安全が最も大切であり、継続して指導にあたっ
ていただきたい。
・通学時の事故防止対策として二輪車用のドライブレコー
ダーの実証実験を検討してはいかがでしょうか。
・通学時の交通マナーについて外部からの注意も入ること
があるということに対して、継続して指導にあたって欲しい。
・学校、保護者、地域の皆様と協力して、生徒の指導を続け
て欲しい。

・生徒一人一人の適性に合った細やかな指導
を行い、就職・進学とも１００％希望通りの進路
実現をさせる。
・保護者への情報提供の機会を充実させる。

・面接、小論文指
導の充実
・模擬試験の活用
・ガイダンス参加
のサポート
・保護者説明会の
実施

A

・オンラインによるガイダンスや学校説明会の学校での視聴は、参
加生徒が把握できると同時に教員も視聴できることから指導にも活
かせるので、今後も実施していきたい。
・この数年、地域を担う人材としての就職希望者が減少傾向にある
中、卒業後2年以上のOB・OGによる職業講話は今後も継続して行
いたい。そのため、卒業生の情報収集を行い、人材バンク的なしく
みを作りたい。
・コロナ禍の影響もあり、保護者対象の相談コーナーの設置は見
送られた。保護者の声を聞くことが期待できるため、１，２年生の保
護者対象の、対面での進路説明会はぜひ実施したい。

・就職、進学に向けた、先生と卒業生の対話式のガイダンス
を在校生向けに企画し、より実践的に授業に取り組める意
欲の向上に資する機会を企画していただきたい。
・本校の卒業後の進路状況を中学生やその保護者に理解
してもらうことで、入学希望者を増やす機会になるのではな
いか。入学後も卒業生の話を聞く機会を継続することで、進
路実現への意識が向上すると思う。
・特に４年制大学への進学率が高いことを外部へのPRを積
極的に行っていただきたい。

留意点

（２）学校関係者評価については，年度当初に今年度の重点目標の現状と具体的対策を説明し，評価に必要な情報提供を計画的に行う。学校関係者評価実施日とは，最終回の学校評価委員会等を開催し，学校自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。

１．主体的な学びによる学力向上
（１）自ら学習に取り組む態度を育てます。
（２）実践的・体験的な学習活動に取り組みます。
（３）教育活動全般を通じて、商業教育を行います。
（４）高い資格を取得するための力を養います。

達
成
度

ほぼ達成できた。（８割以上）

評
価

良くできている。

２．社会で活躍できる人づくり
（１）勉学と部活動の両立を図り、心身ともに健全な人づくりを推進
します。
（２）地域や企業と連携し、地域社会を活性化する活動に取り組み
ます。
（３）社会人・職業人として自立するために必要な能力や態度を向
上させる教育を実践します。
（４）就職や大学等の進学に向け、個々の進路希望に応じた指導を
丁寧に行います。

達成できなかった。（４割以下） できていない。

自己評価結果 評価

概ね達成できた。（６割以上） できている。

不十分である。(４割以上) あまりできていない。

自　己　評　価 学校関係者評価

本年度の重点目標 年度末評価（令和５年１月３１日） 実施日　（令和５年２月１７日）

学校目標・経営方針 民主的で平和な国家社会の形成者として、心身ともに健全な個人の人格完成を目指し、かつ知・徳・体の兼ね備わった近代人の育成を図る。
個々の能力や個性の伸長を図り、責任を重んじ勤労を尊び、社会の進展に即応できる専門的識見と進取の態度を養う

甲府市立甲府商業高等学校校長　三枝　正人

本年度の重点目標

1 主体的な学びによる学力向上

・基礎学力の定着が必要な生徒に対するアプローチとして1年次に
おいてパート展開ができる体制をとれるよう配慮している。
・授業における生徒への働きかけを考え、主体性を高めるため提
供する教材の工夫を教科ごとで行っている。
・本年度入学生の評価について、各教科において小テストの実施
や授業内容に検討を行い、対応した。

4

・３年生の「課題研究」において、全員が地元山梨について課題を
発見し解決するための実践的体験的学習を計画、実施した。山梨
全般を学んだ後、生徒の関心が強い分野に分かれて、探究学習に
取り組んだが、コロナ禍の影響で、調査を進められず、製品開発制
作等が不十分になったのは残念であった。一方生徒は地元へ関心
をもち、課題を考え解決策を導くプロセスや、探究した内容を発表
することでプレゼンテーション力を向上させた。

4

・校内研修会を計画立案し、４回実施した。相互授業参観も期間を
設定し、３回実施した。相互授業参観ではＩＣＴ機器を効果的に利用
している先生方の授業を参観する先生も多く、授業のアイディアを
共有できた。
・相互授業参観を元に行った校内研修会では、ＢＹＯＤの使用方法
やアクティブラーニングについての実践的な学びを相互にすること
ができ、授業改善につながった。

4

・１年生から観点別評価が導入され、教科書の単元終了時など適
切な時期に小テストや振り返りをさせ、授業の理解度や習熟度を目
に見える形で生徒と教師で共有し、次へのステップに進むように進
めてきた。結果として、検定合格者も昨年度と比べ増加した。
・高度資格試験への対策は、受験料が高額で、安易に受験を勧め
られないが、日商簿記１級やITﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ試験に対応した授業も行っ
ており、数名が実際に受験している。

3

2 社会で活躍できる人づくり

・生徒一人一人が、それぞれにあった学習計画を立て、日常の学
習活動と部活動を両立させることを心がけるとともに、そのどちらが
欠けても好ましくないということが意識づけられた。
・今年度もコロナ禍での部活動という制約があったが、部活動ガイ
ドラインを遵守し、工夫しながら取り組むことができた。 4

・甲商デパートまでの探求学習では、商売をすることの魅力、言葉
による効果的なプレゼンの方法、商品陳列方法、保健衛生、接客と
マナー、ＰＯＰ作製などをテーマに、講師の方に来て頂いて学習し
た。生徒の感想からは、実際の販売で役立つ方法を学んで視野が
広がった様子である。
・甲商デパート実施後は、山梨で何百年に渡り事業経営を続けられ
てきた企業の方に講演をして頂き、商売の奥深さを学んだ。また３
月には画期的な経営方針で全国的に有名なスーパーを生み出した
方に講演をして頂く予定である。

4

・全生徒に向けての講話や先生方の御指導により、身なりや挨拶、
時間を守るといった規範意識や社会性の高揚が見受けられた。
・しかし、交通事故件数は現時点で24件で、左記の目標を達成する
ことができなかった。また、交通マナーに関する苦情の電話は無く
ならなかった。 3

・生徒一人に教員が一人がついて、小論文や面接を担当する指導
方法や、ワークを用いて時事問題に取り組む際の「自分で考えて書
く」事の徹底という指導方法は継承しつつ、さらに今年度は、先生方
にも指導のためのオンライン教材の視聴の機会を提供した。
・オンラインによる説明会により、県外の大学と繋がる機会を創出し
た。
・企業側の来校による校内企業説明会の実施。
・卒業後のイメージを持つため、各大学・企業で活躍している卒業
生に学びや仕事の様子について話してもらう機会を設けた。

4

（１）重点目標と評価項目については，各学校の現状と課題に基づき，実情に合わせて重点化し，設定する。


